講演記録　東亜同文書院研究をめぐって by 黄 美真
彼自
一大学歴史系教授、上海研究センターま
黄美真
＇＂＇丈，＇1院J己念 /ll 4 
東亜同文書院研究をめ
ぐ
って
司会本
学東亜
同文
書院大学記念センターおよび中国学術
交流委員会の共催で、復旦大学歴史学部の教授であり、かつ上海研究センタ
ー
主任である賀美真先生にわざわざお越
し願
って
、東亜同文官院研究をめぐってという題で
、座談
会形式でお話しいただくということになりました
。
通訳は
愛知大学に研修でいらっしゃっている南聞大学の張秀華先生
。
なお、黄先生を東道された霞山会理事であり、日大教
授の江頭数馬先生からひと言、賞先生のご紹介を絞ねてお話しをお願いします
。龍
山会では同文世院史の続編を計画
中で、ご存じのとおり、霞山会は東亜同文会 継承団体でありまして、そちらの方の内容、特に今回黄先生に来ていただいたいきさつなどを 話し願いた と思います
。最
初
に、江頭先生よりお話しをお願い ます
。
江
頭
それでは
、賞美真先生の紹介
、
それから本日ここに
来たいきさつについて簡単に自・しあげたいと思います
。
まず黄美真先生ですが、
一九
一一一
一年、福建省の泉州の生
まれで、復旦大学をご卒業なさった が
一九五七年
。それ
で
、母校でずっと歴史系の先生として今日まで研究を続け
られたわけでございますが
、歴史系主任、歴史学部長をお
やりになり
、全国中国現代史研究会の副会長の要職を兼ね
ております
。
また上海研究センターの主任でもあるわけで
すが、今年の八月上海郊外の嘉定県で、上海開港百五十周年記念の学術討論会が開かれた際には
、
ほとんどその中心
的な役割を主催者としてきれ、かつ報告もなされたわけであります
。
そうい
った点からいえば、まさしく
、
解放中国というよ
りも
、
解放上海の最前線にあ
って、歴史研究並びに、市の
計画についても参加されている、第
一線の学者だというよ
うにみているわけでございます
。
研究方面について いますと、抗日戦争時代の研究をはじめて、最近では全く未開拓の分野だと思
っているのです
が、在精衛政権の研究について
、
たくさんの資料を集め、
研究報告をされておられます
。
で
、
私が黄先生と面識を得
たのは、そう長いことでござ ませんで、九十
一年の十
一
丹、慶応大学地域研究センターにおみえになった時に、初めてお会いしたということでございます。
引払は、さきほどご詔介にありましたよういい、霞出会の理
事をやっ りまして、どうしても伝統である東車同文会の事業等々について、考えていかねばならぬという考えを持っておりまし 、この事業を考える際に持よりも中間の研究者が、どういうふうにおや与になったかという点について、非常に関心を持って たわけであります。同文会が経営したのが伺文書院大学で、上海の想外にご
、さいまして、もちろんそれ 対する中器開の評揺がどうかというものがこういうことに関係してくるわけでございます。実は、戦後五十年近くたって、こう う問題につ て、今まで窃究なり、あるい法調査なり ある 辻 間関研究者の意見を見たり、研究した のも、あげ み らなかった
9
それで一一一年前ですか、紫光生に今の問題について率護
におたずねしたところ しばらく から、ひとつ上海に残された東亜同文書院の資料などです これについ調べてみよう、それからま 若手 とも相談してみようという返事をいただいた。
同文会、同文書段関係の資料ということになりますと、
もう日本で所蔵されているのは、愛知大学以外にはない。憶に多少、外交資料館、東洋文庫などにもあ乃 す汁れども、これはやはり一番まとまっているの辻 愛知大学の霞出文庫である。そして侍留か 黄先生と手紙をや とりしたり、あるいは私も二回ばかり参りまして相談した結果やはり上海に残された資料について収集するには、問題る資料について仰照合することが不可欠であると うこ に
なります。せっかくおいで額うからには、上海の開港百五十題年記念学会で報告されておられる、先生の最も力を注いでいらっしゃる迂政権につい も、お話し腰、つということにしてきたわけでごさいますが、まさしく先生の今日の自的は、愛知大学の本にあるわけでございまして、ようやくそれが実現したということであり 。同文書院関係資料の収集というのは、いったん分散した
ものをもう一割集め みるということでありまして、践的はやはち、その資料を通じて持来の中間研究に資するということにあるわけだし、そう うことを通いしてですね かつての同文会、同文書院の ろん 事業 歴史の中 、容観的な評価の場を与えるということがあると思うわけ あります。そういうことで私は私なちに考えてきたんですが、いざ、黄先生がおみえに争って、その後の上海にあ 同文書院安料の収集をすすめられてきたのをお開きす ころ、やはり、そう簡単じゃあない、とい こ が分かっ 。ぞれについて先生からお話しがある 忠、つんですが、 だま国書館に行ってまいりま て、非常に短待問でした ですが、そういう方面の資料を見たわけです。 して多少お話しを開いたんですが、中国の大学、復旦大学でいいと思うんで けど、彼自一大学の震史系立関 る盟書の中にですお、「文部省別金持仕のようなも はない
5
初めてここでみ
た。同文普段学生の謂査旅仔報告書も、見た はないというようなお でした。それで転はつくづく、 五十年間の荷者の断絶といいますか、あるいは硯究者同士 溝といいますかもこれ辻大きなものと寵感したわけでご、ざます
Q
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私も大
学
人でござ
いま
すので
、何
か霞
山会の事業に引っ
張り込むためにというよりも、むしろ広くですね、日中の研究者の共同の研究の土俵づくりとい
ったものが、どこか
らみつけたらいいのか ことで
、深く考えまして
、そ
の点ですね
、この遺
産について黄先生との具体
的
な意見交
換などを通じてですね
、
将来に
向け
て聞かれるというよう
なことを、本当は考えてるわけでございます
。
その点から
申しあげれ
ば
、愛知大学の先生方もこれにご
理解
、ご協
力をいただければ
、
私にとっては大変励みにな
るというふうに思っているわけであります
。だいぶんお連
れした人
間
が余計なことを喋っていると時
間が無くなりま
す
。
これから貧先生にお話し願
う
のですが、
何
も資料だけ
に限らず
、広くお話しいただければいいと思います
。
どう
ぞよろしくお願い たします
。
司会
それでは
、
黄先生にお話しを伺います
。
賞先生
、
ど
うぞよろしく
。
資ご在席の皆様、今度私としては
三
回目の来日ですが、
愛知大学は今回が初めてです
。愛知大学は私の学校とは協
定校です
。
愛知大学を訪問することは、長期
間
にわた
っ
て
長年の願望でありました
。
今日私の願いはつい
にか
ないま
したので
、心
から嬉しく思
っております
。
今度私は
、
短
山
会のお招きをいただいて参りました
。
特
に東亜同文書院の資料について調査、研究に参りま た
。
愛
知大学と東車同文書院とは、
密
接な関係を持っています
。
東亜同文住院の多く 資料が、戦後、愛知大学図書館に保存されています
。私は学者として、東亜同文書院の研究に
とりかかるのは、
非常
に有意義だと思っています
。東亜同
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の資料が中国に存在する情況について、次にご紹介
いたします。私の研究はまだまだ不十分で、これにとりかかったばかりなので、よろしくお頼いします。次にいくつかの方詣を合わせて、その紹分をいたします。最初の問題は、東亜問文書読に関連する現存の資料の爵査についてご紹介いたします。私が知っているところによりますと、東亜同文会の、中国所織の資軒は二つの特徴を持っています。一番目の特徴は、第一次資料が少ない いうことであり、一一帯臨の持徴は、各地に散在しているとうことです。私の調査によりますと、中盟、主に上海、北京、南京などの地区で諜存されている東亜間文会関係の資料は のとおりです。一番吾は、開文会に関する震史文絃であります。その中には、東亜同文会創立当初に関わり ある文献、ぞれから会員の名簿、出安者の名薄 経費を記した明細書および許務報告書などです。二番昌は、東亜同文会 出厳格です
9
その中は、また向
文会自身によって出版された出段物 その中 は「開 福報」とか、そ 「東斑同文会報告」などがあげられますむ私は、霞山会によって出版された「東運用 主要刊仔物機関誌総目次いと照 し合わせてみれば、補うこ ができると患います。たとえば「東亜同文会報告」 第一期から第九期分です。
三番目は、問文会指導者の往復書簡
c
中国に現存されて
いる問文会指導者の、例えば近衛篤麿などが中国の高級吉僚の李鴻輩、劉坤一 へ与え 若干の往復 簡などです
9
これから紹介いたしますのは、東亜同文書践の墜史椅案、
歴史文書というべきものです。まず、東班問文書院の接収された資産の資料についてご詔分いたします。中国の大鐘で保匂存されている若干の東亜同文書誌の鹿史桔案の中では、東亜同文書院の接収 産目録が一番完全なもので それらは、主に一九間六年、国民政府教育部京福特派員事務所によって、接収された同文書践の資産の語録だからです。これは、東亜同文書院の最終段階の発展の規穫、資産の
状況、常産の移動などについ 知 ことができる髄謹 あるものだと患います。次は、東喪同文書院 校務資料口ついてです。東議開文書院の校務資料の中に、若干 卒業記念アルバム、学校結介、学間生活の写真集などがあげられますが、内容がごく少なく ほとんど第一次 は見つけられませんでした 教鶴、学生の名簿、ぞ から持関割、カリ年ラフムはありませんでした。そ 次は、東亜同文書院の問書資料の行方についてお話 しま東亜同文書読は存在した期題、一覧して関係資料の収集にとても力を入れていました。ですから、そのコレクションは非常に特殺を持っています。例えば、中閣の地方誌中富の縞物棟本、動物擦本など、そのコレクションは完備していたと関心います。悲の調査によりますと、このうち図書資料は、もう散失したと断定でき す。完憐していたこれら資料の中で、次の点に気が付き した。一九四六年以後、大部分の資料が鴎京の中央国書額に移転 かかったんですが、内戦などの壊告で上海から運べ せんでした。その当時は 南京は関民致宥の所夜地ですか 、南京に移したかったんです。しかし、上海から運べませんでした。従
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って、一九四九年まで、東亜同文書院の図書資料は依然として
上海に保存さ
れていたと断定できます
。
この資料の一
部分は、中央図暫館の上海出版品国際交換処というところの倉庫に保存されたと思います
。
残りの一部分は、上海交
通大学に保存されていました。しかし、一九四九年以後は、図書資料も何回かの移転によって大部分が散失してしまい宇品
lいれ～
。
しかし、それらの資料も調べようはあります
。
私達はす
でに上海図書館で東亜同文書院図書館の蔵書目録 その他若干の
資料を見づけました
。他にも、上海市の桔案館
でい
くつかの同文書院の卒業記念アルバム 学校紹介、学園生活の写真などが見つかりました
。
ですから、これらのいく
つかの場所でばらぜらに同文書院の資料が保存されていると考、えられます
。
その次は、東亜同文書院研究にっかての文献資料などで
す
。第一に新問、雑誌などの資料についてご紹介いたしま
す
。東亜同文書院が、中国の新聞雑誌などで取り上げられ
たのはそれほど多くない
。上海地方で出版された新聞、ロ
ーカルの新聞紙には 若干断続的な紹介があります
。
例え
ば、東亜同文書院の始業式、それ ら夏期の大旅行、創設四十周年記念、それから学校の改組などについても、報道されました
。第二、回想録と研究論文についてご紹介いた
します
。東亜同文書院に閲する回想録、研究の導著はいず
れも大変少ない
。分かっているところでは、専門的論述が
東亜同文官院についての論述は非常 少ないです
。
上海で
出版さ た「上海文史資料選鞘」及び台湾で出版された「中華民国開国五十周年記念文献」などがあげられます
。
第
三、訳書
について
。
一九五九年
、北京商務印書館によって
、
翻訳
、出版された東亜同文会編の
「対支回想録
」。
これが唯
一のものといっていいと思いますが、中国の学術界に東亜
同文会が近代中日関係に
与えた影響について理解を与えま
した
。
私はこの際、ぜひ今後の研究についての提
言
を行いたい
と思
います
。
その第一、東亜同文会、東亜同文書院と近代
中日関係の関わりについて
。
この課題は、若干の特定テー
マをもちます
。
例えば、下関条約と東亜同文会の創立、東
亜同文品川
U院と近代中日留学教育、東亜同文世院と近代日本
における中国研究、東亜同文住院と近代中日外交関係、東亜同文書院と近代中日経済関係などで、みな研究の価値があると思います
。
第
二は、東亜同文牲院の上海研究について
。東亜同文書
院はかつて中国の多くの場所で詳しい社 調査を行 い
、
数多くの調査報告と研究論文を残しております
。
これらの
文献は、ほとんど東亜同文書院発行の刊行物に発表されました
。
今なお、これを利用できる人は少ないですから、で
きたらその中で価値のあるも を改めて整理して発表することは、研究
上の価値がある
と思います
。
けれども、その
分量が多すぎる で 上海をテlマとす ものに集中 たほうがいいと思います
。
第三は、中国の新聞雑誌などで、東亜同文書院の紹介さ
れた記事を集めることです
。
これらの新聞は、
「申報」、「新
報」、「時報」など
、情
末から民国期に上海で出版された主
な新聞があげられます
。
第四は、中国在住の東亜同文書院卒で、
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まだ健在されて
いる同窓生、これらの人を集めて回想録を書いていただくことです。第五は、一九四六年、国民党教育部京福特派員事務所が、
東亜同文書院の接収を行ないましたが、中国第二歴史桔案館及び上海市柏案館などを調査したところでは、この組織についての一次資料を見つけることができませんでした。私が推測したところ は、これらの資料はやはり中国大陸に保存されていると思います。台湾省に保存されている可能性はほとんどない 思いま 特に江藤省桔案館か、南京市桔案館に保存されている可能性は多いにあると思いすが、まだ調べておりません。第六は、愛知大学の保存する東亜同文書院の調査資料の整理についてです。 の知るところでは、東亜同文書院大旅行によって作成された調査資料の大部分が愛知大学に保
存されていま 。けれども、長期間、大規模で完全な整理がなされてきませんでした。これらの第一次資料を整理して、特定テ
l
マ別に資料を編集して出版すれば、非常に学
術的価値があると思 。
私個人の考え方では、これらの資料は、今世紀前半の四
十年問、日本の中国研究の重要な成果である 考えます。今まで満鉄調査部によって調査された資料が多くあ すが、すでに国際 に学者達から注目されています。また、これらの資料によっ 研究がなされております。同文書院の学生 行なった夏期大旅行によっ 収集 た膨大な中国社会についての資料は、中国近代の歴史を研究する上とても価値がありますけれども まだ整理出版され いない、だから利用する学者もほとんどいない です。学生達
のそれらの調査報告は、数から見ても、質から見ても、満鉄調査部の資料より劣っていないと思います。以上は、東亜同文書院、東
E
同文会の研究に対する提案です。今日は
座談会ということですから、以上の発言を行ないました。皆さんどうもありが うございました。司会黄先生、ありがとうご 若干質問の時間を予定しております で ご参加くださった方々からご意見、質問を受けつけた と思いま 。細かな専門的な問題はあとまた時間がとれると思いますから、最初に一般的な問題についてどうぞ。まず最初に これが本日の主要なテーマでありまし が、東亜同文書院をめぐる問題。こちらから質 、ご意見があります方は どうぞご自由に参加者それ 、東亜同文書院卒業の山田兄弟につ てご存知でしょうか。山田良政、純三郎の二人です。黄今日、資料を見せていただき した。参加者山田さんは、一九三十年頃に上海で「江南晩報」という新聞を出していたんです。それは に残っているんでしょ か。黄その具体的な椋子ははっきり覚えており せ が、もし三十年代、上海で新聞社を営んでいたのなら 上海で見つけることができるはずだと思 ます ただ、完全な状態で保存されているかどうかは分かりませ 。参加者上海では、新聞類はどこにあるんで か。あんまり図書館にはないようなん すけ 。黄新聞類は上海図書館本館、分館が徐家匪蔵書楼といいますが、ここ あります。解放前 フランスのミッションスクールの図書館だったと ろです。現在、大量の近代
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以来の中国の
新聞雑誌が保存されています
。
種類も揃って
います
。
参
加者
目録はありますか
。
黄中
国の新聞類の目録はあります
。
欧文新聞はないと
思うが、はっきりは知りません
。
参加者ついでだから聞きますけど、新聞図絵館というのが昔あったという記事があったんですが、そういうのが昔どこかに りましたか。黄そういえば、上海図書館で保存されていた欧文新聞類の目録が出たというニュースがありました
。
参加者「ノlスチャイナヘラルド」という がありますか
。
黄この
新聞は「
北華
捷報」といって、中国で一番完壁
に保存されている新
聞
です
。あとで「字林西報」という名
前に改められました
。
もとの共同租界で出されていました
。
参加者
先生のお話しによりますと、東亜同文会の創立を
めぐって
、
近衛篤麿と李鴻章の往復書簡があるとおっしゃ
いました
。
これは、何通ぐらいありますか
。
黄李鴻章の伊藤博文への手紙、それから近衛氏の両江総督劉
坤
一へ
の手紙、盛宣懐への手紙を見つけました
。
そ
れ程多くないです
。数通です
。
参加者私はこの時代の研究をしていな で、はっきしたことは
言えませ
んけれども、もしこれが日本に紹介さ
れていないとすると、これからぜひ先生ご自身で論文を発表してい だきたい
。
感想ですけれども、東亜同文会の成立を研究する場合ですね、これは中国で研究 場合も日本で研究する場合も
、
日本でいう
日消戦
争のちょっと前ごろからですね
、
漢口楽
普堂っていうのがあって、そこで軍も特務も中国のあちこちの調査をやった
。そ
れは、やはり軍関係の人がやるわけ
ですから、もし中国と日本が
全
面戦争にな
っ
てですね、中
国を占領する
。
そういうような場合にあらかじめあちこち
を調査してですね
、
そういう調査をかなりやってお
っ
たと
思うんですね
。その頃は、貿易が中心の調査じゃなくて、
経済という調査もあ
ったかもしれませんけれども、やっぱ
り軍事が
中心だ
ったということは、いざという時の調査で
はなかったかと思う
。
それが、楽普堂に関係していたよう
な中の
一部の方が、東亜同文会なり、
東亜
同文
書院よりち
ょっと前、日清貿易研究所ですか、それは日清戦争以降の、むしろ帝政ロシアの満州進出とか、そういうよ な段階で日消貿易研究所ができ
、更に、その少し後で東亜同文書院
が成立しました
。
その段階になると、そしてまた東亜同文書院ももちろんです
けれども、そうな
ってき
ますとど
っち
か
っていうと、
日本と中国の経済的な提携といいます 、あるいは中国との貿易とかですね、日本の経済的な発展 、そ いうことに主眼点がいった
。
そういう段階に
東亜
同文
会
ができたり、
日清貿易研究所が きたり、更に、正式に東亜同文会、同文絵院ができますけれども 東班同文書院と うもののすね、そういう経済
、貿易の分野で中国に活躍する日本人
を育成するという学校の性格がある
。
ただし、楽普堂の、軍の特務なんかが調査をしていたよ
うな、詳しい調査 のは、伝統はですね、目的が巡ってきたと思うんですけども、そう う具体的な調査なんて
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いう法統は、まあ楽蕃堂の頃から引き継いでいるんではないか。そういうふうな見方で、研究するということに意義があるんではな かと思います。もう一つ、これも感想ですけども、東亜問文会というのは学校系としては東亜開文書院に一番重点があるんですけれども、その他に天津に天津同文書院、あとで天津中日中学校とか、天津中日学院と名前が変わる。あるいは漢江に江漢中学、あるいは東京にも比較的援期間だろう 思いますけれども、東京降文書院 こ 天津とか漢口とか東京の、東京は短いでしょうけれど 、主に中留の若い青年をですね、日本の 校、東亜同文会の系列の学校に入れて、教育するという。そう う課題もあったろ ということでして、そういうもののですね ある はどういう人 、中国のどういう方がそ いう こへ入ってきたか。ある はまあその後どういう活躍をしているか。そういう のも研究のテ
i
マになりうるんではないかというのが、私の感想
です。糞今日のテ！マは上海で 。そういうことで上海の研究ということですから 私のはちょっと範囲が広くなって、東亜同文会と、だから違いますけれども参加者同文会の教育事業、上海の同文書院 経過からいって、東京の向文書院どいう は同文会として、中国からの留学生教育をやったんです。 ういった点からいえば、セントジョ
l
ンズと同文書院をただ比較するだけではね、
もったいないと患います。
先生がおっしゃった上海にあったミッションスクールについて、ちょっとお教えください。
賞近代以来、上海にはいくつかの外国人経営の大学がありました。アメリカのセントジョ
i
ンズ大学、福江大学、
フランスの震旦大学、それから日本の東亜同文書続大学がありました。なかでも 同文書控は特徴がある。外国の大学は中間人を入学させて教育したが、同文書院は日本 学生を教育した。 だ、読期間ごく少数の中頭入学生が入学しただけであります。この点、他の大学と全く異なる点に研究する価値が ると思います。萄会まだ、いろいろあると患いますけれども、予定の時間がきました。この とにも若干質問があるので 少し専門的なお話しでごぎいますので、一応これで密談会は終わらせていただきま 黄先生、長時間ありがとう ざいました。以上で座談会を終わり 。どうも本日はありがとうございました。
これは一九九三年十一月二十九日、愛知大学記念会館第ニ会識室で行なわれた東亜同文書院をめぐってと題する賛美真教授の講演内容である。なお、当日‘別に注精衛政権についても論及されたが、この分は割愛した。（文費編集部）
1 磁頓r,,uc脊t,1;研究をめぐって
